
【表紙】  

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成29年11月９日

【四半期会計期間】 第64期第３四半期(自 平成29年７月１日 至 平成29年９月30日)

【会社名】 株式会社アシックス

【英訳名】 ASICS Corporation

【代表者の役職氏名】 代表取締役会長兼社長ＣＥＯ 尾山 基

【本店の所在の場所】 神戸市中央区港島中町７丁目１番１

【電話番号】 078(303)2213

【事務連絡者氏名】 取締役常務執行役員 加藤 勲

【最寄りの連絡場所】 神戸市中央区港島中町７丁目１番１

【電話番号】 078(303)2213

【事務連絡者氏名】 取締役常務執行役員 加藤 勲

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

(東京都中央区日本橋兜町２番１号)
 

 

EDINET提出書類

株式会社アシックス(E02378)

四半期報告書

 1/22



第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第63期

第３四半期
連結累計期間

第64期
第３四半期
連結累計期間

第63期

会計期間
自 平成28年１月１日
至 平成28年９月30日

自 平成29年１月１日
至 平成29年９月30日

自 平成28年１月１日
至 平成28年12月31日

売上高 (百万円) 312,520 310,292 399,107

経常利益 (百万円) 26,792 25,716 23,408

親会社株主に帰属する四半期
(当期)純利益

(百万円) 18,684 15,802 15,566

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) △15,958 7,191 6,256

純資産額 (百万円) 178,963 204,055 201,207

総資産額 (百万円) 292,085 345,687 342,812

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 98.43 83.25 82.01

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 92.96 78.54 77.41

自己資本比率 (％) 60.9 58.5 58.3
 

　

回次
第63期

第３四半期
連結会計期間

第64期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成28年７月１日
至 平成28年９月30日

自 平成29年７月１日
至 平成29年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 36.01 21.68
 

(注) １. 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移につきましては記

載しておりません。

２. 売上高には、消費税等は含んでおりません。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社および当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

 また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績

当第３四半期連結累計期間におけるスポーツ用品業界は、アメリカでは減速傾向にあるものの、健康志向による

スポーツへの関心の高まりや、日常でのスポーツ用品利用の拡大を背景に、堅調に推移しました。

このような情勢のもと、当社グループは、中期経営計画「ASICS Growth Plan (AGP)2020」に基づき、お客様の嗜

好の変化に応じた高付加価値商品の発売等を通して、グローバルレベルでの顧客基盤の拡大、ブランド価値の向上

を図りました。

直営店の展開では、明るく開放感のある新コンセプトの店舗を通して、顧客基盤の拡大と売上拡大を目指しまし

た。アシックス初のランニングに特化した直営店として2007年にオープンした「アシックスストア東京」は、ラン

ニングだけでなくトレーニングカテゴリーの商品も拡充させ、幅広い層のランナーやフィットネスを目的としたお

客様に向けた提案型店舗としてリニューアルオープンしました。また、ロンドンに当社最大の旗艦店「ASICS

REGENT STREET FLAGSHIP」をオープンしました。この店舗は、アシックス、アシックスタイガー、オニツカタイ

ガー、ホグロフスという当社が有する４ブランドすべての商品を総合的に取り扱う初めての直営店となり、アシッ

クスグループブランドの直営店舗数は、全世界で871店となりました。

コア事業であるランニングでは、優れたクッション性と軽量性を両立させたアシックス独自のミッドソール素材

「FlyteFoam」を採用した「FlyteFoam Fast Series」として、「DynaFlyte ２」、「Dynamis」、「RoadHawk FF」

を市場投入しました。さらに、安定性とクッション性を両立したファンランナー向けのランニングシューズ「GEL-

KENUN」を市場投入しました。また、東京、パリ、ストックホルム、ゴールドコーストをはじめとする世界各地のマ

ラソン大会への協賛を行いました。

トレーニングでは、活動的な若者に向けたプレミアムコレクションを通じて、ブランド価値向上を目指しまし

た。日本の伝統的な美意識に通じるシンプルかつミニマルをコンセプトとし、洗練されたデザインと高い機能性を

兼ね備えたスポーツアパレル「JYUNI」コレクションをグローバルで発表しました。加えて、「ADAPTABLE」をデザ

インコンセプトとし、機能性を兼ね備えながら、スポーツシーンのみならず、ライフスタイルシーンでも着用でき

る新たなトレーニングアパレルを市場投入しました。

コアパフォーマンススポーツでは、グローバルでのブランド認知拡大、商品の信頼性のさらなる向上を目的とし

て、「FlyteFoam」を採用した高機能テニスシューズ「COURT FF」に続き、同素材を採用した高機能バレーボール

シューズ「VOLLEY ELITE FF」を市場投入しました。また、パラ世界陸上競技連盟（World Para Athletics ）オ

フィシャルパートナーとして、「世界パラ陸上競技選手権大会ロンドン2017」を、国際陸上競技連盟（IAAF）オ

フィシャルパートナーとして、同じくロンドンで開催された「第16回世界陸上競技選手権大会」をサポートしまし

た。さらに、当社は桐生祥秀選手（所属：東洋大学）の足の計測や、走行分析実験などで得た知見と桐生選手本人

の意見を取り入れて専用のシューズを作製し、日本人初となる100メートル９秒台の新記録樹立をサポートしまし

た。

加えて、「第16回世界陸上競技選手権大会」を皮切りに、当社の新たなブランドメッセージ「I MOVE ME（ワタシ

を、動かせ。）」を発表しました。同大会が開催されたロンドンでは、音楽に合わせて光が変化するトンネルを設

置し、身体を動かす楽しさを体験してもらうイベント「Run The Tube」を開催したほか、様々なマーケティング

キャンペーンを実施し、新たなブランドメッセージを訴求しました。

ライフスタイルでは、２つのブランドによって幅広いお客様に対してそれぞれのブランド認知向上に努めまし

た。アシックスタイガーブランドでは、ニット素材を使った新作シューズ「GEL‒KAYANO TRAINER KNIT」を市場投入

しました。また、ソウルと上海に直営店をオープンしました。オニツカタイガーブランドでは、日本生まれのブラ

ンドとして、細部にまで日本製にこだわった「NIPPON MADE」シリーズを展開する世界初の専門店「オニツカタイ

ガー 表参道 NIPPON MADE」を東京にオープンしました。

国内事業では、野球日本代表「侍ジャパン」が掲げる「野球界、そしてスポーツ界の発展、ひいては我が国のス

ポーツ文化の発展に寄与する」という理念に共感し、株式会社NPBエンタープライズと侍ジャパンダイヤモンドパー
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トナー契約について合意しました。また、スポーツを軸としたライフスタイルの提案をコンセプトに、カフェや

フィットネススタジオなどを設けた新施設「ASICS CONNECTION TOKYO」を東京に開設しました。

加えて、シューズ生産拠点である山陰アシックス工業の新工場棟の建設と既存棟の改築、およびアパレルの生産

拠点であるアシックスアパレル工業の工場を移転新設し、シューズ、アパレルともに「日本製」の高付加価値商品

群の開発・生産に向けた体制を強化しました。

また、新たな社会的責任投資指数（ESG指数）である「FTSE Blossom Japan Index」、「MSCIジャパンESGセレク

ト・リーダーズ指数」、「MSCI日本株女性活躍指数（WIN）」の構成銘柄に選定されたのに加え、世界の代表的な

ESG指数「Dow Jones Sustainability Indices」の「Asia/Pacific Index」対象銘柄に３年連続で選定されました。

その他、ダイバーシティの社内浸透、女性社員のキャリア意識向上を目的に、女性社員向けキャリア研修の対象

を若年層にも広げ、実施しました。また、女性の活躍推進に関する状況などが優良な企業として、厚生労働大臣よ

り「えるぼし」（最高位）の認定を受けました。さらに、多様な人財が能力を最大限に発揮できる職場の実現に向

け、フレックスタイム制度などを推進し、「働き方改革」へ取り組みました。

当第３四半期連結累計期間における売上高は310,292百万円と前年同期間比0.7％の減収（前年度の為替換算レー

トを適用した場合2.3％減）となりました。このうち国内売上高は、ランニングシューズが堅調に推移した一方で、

スポーツウエアが低調であったため、79,088百万円と前年同期間比1.4％の減収となりました。海外売上高は、オセ

アニア/東南・南アジア地域および東アジア地域でランニングシューズおよびオニツカタイガーシューズなどが好調

でした。しかしながら、米州地域および欧州地域が低調であったことなどにより、231,203百万円と前年同期間比

0.5％の減収（前年度の為替換算レートを適用した場合2.6％減）となりました。

売上総利益は原価率の改善などにより、143,277百万円と前年同期間比2.4％の増益となりました。販売費及び一

般管理費は、直営店の出店拡大に伴う費用の増加および多様なデジタル戦略を展開するための費用の増加などによ

り、118,853百万円と前年同期間比7.6％の増加となりました。その結果、営業利益は24,424百万円と前年同期間比

17.2％の減益となりました。経常利益は、前年同期間は為替差損を計上しましたが、当第３四半期連結累計期間は

為替差益を計上したことなどにより、25,716百万円と前年同期間比4.0％の減益となりました。親会社株主に帰属す

る四半期純利益は欧州地域の事業構造改革に伴う特別損失を計上したことなどにより15,802百万円と前年同期間比

15.4％の減益となりました。

　

報告セグメント別の業績は、次のとおりであります。

① 日本地域

日本地域におきましては、ランニングシューズが堅調に推移した一方で、スポーツウエアが低調であったた

め、売上高は92,362百万円(前年同期間比1.6％減)となりました。セグメント利益につきましては、原価率の改善

はありましたが減収の影響などにより、6,487百万円(前年同期間比12.2％減)となりました。

② 米州地域

米州地域におきましては、米国が低調であったことなどにより、売上高は82,305百万円(前年同期間比5.6％

減、前年度の為替換算レートを適用した場合7.5％減)となりました。一方で、セグメント利益につきましては原

価率の改善に加え、貸倒引当金繰入額の減少などにより、4,330百万円(前年同期間比151.8％増、前年度の為替換

算レートを適用した場合146.7％増)となりました。

③ 欧州地域

欧州地域におきましては、小売市場の変化と競争の激化などの影響により、売上高は81,149百万円(前年同期間

比4.5％減、前年度の為替換算レートを適用した場合6.6％減)となりました。セグメント利益につきましては、減

収の影響などにより7,265百万円(前年同期間比25.5％減、前年度の為替換算レートを適用した場合27.2％減)とな

りました。

④ オセアニア/東南・南アジア地域

オセアニア/東南・南アジア地域におきましては、ランニングシューズおよびオニツカタイガーシューズが好調

であったことにより、売上高は21,203百万円(前年同期間比15.8％増、前年度の為替換算レートを適用した場合

10.5％増)となりました。セグメント利益につきましては、3,415百万円(前年同期間比7.7％増、前年度の為替換

算レートを適用した場合2.9％増)となりました。

EDINET提出書類

株式会社アシックス(E02378)

四半期報告書

 4/22



 

⑤ 東アジア地域

東アジア地域におきましては、韓国における店舗再編による減収はあったものの、中国で引き続きランニング

シューズおよびオニツカタイガーシューズなどが好調であったことにより、売上高は39,169百万円(前年同期間比

14.8％増、前年度の為替換算レートを適用した場合13.6％増)となりました。一方で、セグメント利益につきまし

ては、韓国における減益の影響などにより、5,553百万円(前年同期間比8.2％減、前年度の為替換算レートを適用

した場合7.6％減)となりました。

⑥ その他事業

その他事業におきましては、ホグロフスブランドのアウトドアウエアなどが低調であったことにより、売上高

は6,976百万円(前年同期間比7.3％減、前年度の為替換算レートを適用した場合7.1％減)となり、セグメント損失

は57百万円となりました。

 

(2) 財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の財政状態といたしましては、総資産345,687百万円(前連結会計年度末比0.8％

増)、負債の部合計141,632百万円(前連結会計年度末比0.0％増)、純資産の部合計204,055百万円(前連結会計年度末

比1.4％増)でした。

流動資産は、たな卸資産および短期デリバティブ資産の減少によるその他の資産の減少があったものの、現金及

び預金、売上債権の増加などにより、256,145百万円(前連結会計年度末比2.0％増)となりました。

固定資産は、長期デリバティブ資産の減少による投資その他の資産の減少などにより、89,541百万円(前連結会計

年度末比2.3％減)となりました。

流動負債は、社債の償還によるその他の負債の減少があったものの、仕入債務および未払法人税等の増加ならび

に返済期限が１年以内となった借入金の固定負債から流動負債への振り替えによる短期借入金の増加などにより、

71,637百万円(前連結会計年度末比5.3％増)となりました。

固定負債は、長期借入金の減少および繰延税金負債の減少などにより、69,994百万円(前連結会計年度末比4.8％

減)となりました。

株主資本は、利益剰余金の増加により、196,685百万円(前連結会計年度末比6.1％増)となりました。

その他の包括利益累計額は、繰延ヘッジ損益の減少などにより、5,703百万円(前連結会計年度末比61.0％減)とな

りました。
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(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

なお、当社は財務および事業の方針の決定を支配する者のあり方に関する基本方針を定めており、その内容等(会

社法施行規則第118条第３号に掲げる事項)は次のとおりであります。

 
会社の支配に関する基本方針について

① 会社の支配に関する基本方針の内容

当社は、上場会社として当社株式の自由な売買を認める以上、当社の取締役会の賛同を得ずに行われる、いわゆ

る「敵対的買収」であっても、当社の企業価値・株主共同の利益に資するものであれば、これを一概に否定するも

のではありません。特定の者による当社株式の大規模な買付行為等に応じて当社株式の売却を行うか否かは、最終

的には当社株式を保有する当社株主の皆様の判断に委ねられるべきものであると考えます。

一方で、当社および当社グループは、株主の皆様をはじめ、お客様、取引先および従業員等のステークホルダー

との間に築かれた良好な関係を基本として、スポーツを核とした事業領域で当社が長年つちかってきた「技術」、

「製品」、「ブランド」に対する信頼こそが強みであり、これを維持し促進することが当社の企業価値・株主共同

の利益の確保・向上に資すると考えます。従って、当社の財務および事業の方針の決定を支配する者としては、こ

れらに関する十分な情報や理解がなくては、将来実現することのできる当社の企業価値・株主共同の利益を毀損す

る可能性があり、不適切であると考えます。

 
② 当社の状況および企業価値向上に向けた取り組み

当社は、1949年に、スポーツを通じて青少年の健全な育成に貢献することを願い鬼塚商会として創業以来、「健

全な身体に健全な精神があれかし」を創業哲学とし、「スポーツを通して、すべてのお客様に価値ある製品・サー

ビスを提供する」ことを理念に、お客様の求めるものを徹底的に追求し、世界のスポーツをする選手、スポーツを

愛するすべての人々や健康を願う方々の役に立つよう、技術とものづくりに対するこだわりを持ち続けてまいりま

した。

1977年に、同業２社との合併を機に、この創業哲学のラテン語「Anima Sana In Corpore Sano」の頭文字から社

名を株式会社アシックス（ASICS）へ変更し、社業の発展に努めてまいりました。

当社は、2016年から2020年度までの中期経営計画「ASICS Growth Plan (AGP) 2020」に基づき、３つの事業領域

である①アスレチックスポーツ事業領域、②スポーツライフスタイル事業領域および③健康快適事業領域におい

て、当社グループ共通の７つのコア戦略を遂行し、事業の拡大・強化に取り組んでおります。

また、当社グループは、コーポレートガバナンス基本方針を制定し、企業価値を継続的に高め、株主の皆様をは

じめ、すべてのステークホルダーからさらに信頼される会社となるために、スピードある透明性の高い経営を実現

するためのコーポレートガバナンスを目指し、その中で、経営管理体制の整備を行うとともに、企業経営に関する

監督および監査機能・内部統制の充実、コンプライアンスの徹底、経営活動の透明性の向上などに努め、株主の視

点を経営に反映させることを心がけております。

 

③ 会社の支配に関する基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務および事業の方針が支配されることを防

止するための取り組み

当社は、平成29年３月29日開催の定時株主総会において、当社株式の大規模な買付行為への対応方針の一部を改

定して３年間継続することを決定いたしました（以下、改定後の当社株式の大規模な買付行為への対応方針を「本

対応方針」といいます。）。

本対応方針の概要は次のとおりです。　

当社取締役会は、大規模買付者による情報提供及び大規模買付行為に対する取締役会の意見の公表に関する合理

的なルールに従って大規模買付行為が行われることが、当社の企業価値・株主共同の利益に資すると考え、事前の

情報提供に関する一定のルール（以下「大規模買付ルール」といいます。）を設定いたしました。

大規模買付ルールの概要は次のとおりです。

(ⅰ)大規模買付者には、大規模買付行為の前に、当社取締役会に対して、当社株主の皆様の判断および当社取締役

会としての意見形成のために必要かつ十分な情報（以下「本必要情報」といいます。）を書面で提供していただ

きます。当社取締役会は、取締役会による評価、検討、意見形成等のため必要かつ十分な本必要情報が大規模買

付者から提出されたと判断した場合には、直ちにその旨大規模買付者に通知するとともに、速やかに当社株主の

皆様に公表します。なお、大規模買付者からの情報提供の迅速化と当社取締役会が延々と情報提供を求めて情報

EDINET提出書類

株式会社アシックス(E02378)

四半期報告書

 6/22



提供期間を引き延ばす等の恣意的な運用を避ける観点から、この情報提供期間は意向表明書の受領から最長60日

としております。

(ⅱ)当社取締役会は、取締役会による評価、検討、交渉、意見形成、代替案立案のための期間（以下「取締役会評

価期間」といいます。）として、大規模買付者が当社取締役会に対し本必要情報の提供を完了したと公表した日

の翌日から、60日間（対価を現金（円貨）のみとする公開買付けによる当社全株式の買付けの場合）または90日

間（その他の大規模買付行為の場合）を設定します。取締役会評価期間の終了までに、取締役会が評価、検討、

交渉、意見形成、代替案立案をなしえないときは、独立委員会からの勧告を最大限尊重したうえで、合理的な範

囲内において取締役会評価期間を延長することができるものとしますが、その場合でも取締役会評価期間は最長

120日までとします。なお、取締役会評価期間を延長する場合は、延長する理由、延長期間等を開示いたしま

す。大規模買付行為は、取締役会評価期間の経過後にのみ開始されるものとします。当社取締役会は、取締役会

評価期間中、独立委員会に諮問し、必要に応じて外部専門家等の助言および監査役の意見を参考に、提供された

本必要情報を十分に評価・検討し、独立委員会からの勧告を最大限尊重したうえで、対抗措置の発動または不発

動を含め、当社取締役会としての意見を慎重にとりまとめて決議し公表します。

　

次に大規模買付行為がなされた場合の対応方針の概要は次のとおりです。

大規模買付者が大規模買付ルールを遵守する場合、当社取締役会は、大規模買付行為に対する対抗措置の発動要

件を満たすときを除き、当社株主の皆様に対して、当該買付提案に対する諾否の判断に必要な判断材料を提供させ

ていただくにとどめ、原則として、当該大規模買付行為に対する対抗措置はとりません。

当社取締役会は、大規模買付ルールを遵守しなかった場合のほか、大規模買付ルールが遵守された場合であって

も、当該大規模買付行為が当社の企業価値・株主共同の利益を著しく損なう場合で、かつ、対抗措置を発動するこ

とが相当であると判断したときに限り、株主総会において株主の皆様に承認を得たうえで、当社株主の皆様の利益

を守るために、当該大規模買付行為に対する対抗措置として、無償割当てによる新株予約権を発行することができ

るものとします。なお、当社取締役会が当該判断を行う場合には、外部専門家等および当社監査役の意見を参考

に、提供された本必要情報を十分に評価・検討したうえ、独立委員会の勧告を最大限尊重するものとします。ま

た、当社取締役会は、対抗措置を発動するに際し、株主総会の開催が著しく困難な場合を除き、株主総会を招集

し、対抗措置に関する当社株主の皆様の意思を確認するものとします。かかる株主意思確認のための株主総会にお

いて、出席株主の議決権の過半数の賛同が得られなければ、対抗措置の発動は行いません。その場合、大規模買付

者は、当社株主の皆様の意思を確認し、対抗措置の発動・不発動が決定されるまで、大規模買付行為は開始できな

いものとします。

 
④ 上記取り組みが会社の支配に関する基本方針に沿い、当社の企業価値ひいては株主共同の利益に合致し、当社の

会社役員の地位の維持を目的とするものではないことについて

まず、本対応方針は、会社の支配に関する基本方針に沿って、当社株式に対する大規模買付行為がなされた際

に、当該大規模買付行為に応じるべきか否かを当社株主の皆様が判断し、あるいは当社取締役会が代替案を提示す

るために必要な情報や時間を確保し、当社株主の皆様のために大規模買付者と交渉を行うこと等を可能とすること

により、当社の企業価値・株主共同の利益を確保し、向上させるという目的をもって導入されるものです。

次に、本対応方針は、大規模買付者が大規模買付ルールを遵守しない場合や、大規模買付ルールを遵守する場合

であっても、当該大規模買付行為が当社の企業価値・株主共同の利益を著しく損なう場合で、かつ、対抗措置を発

動することが相当であると判断したときに限り、株主総会において株主の皆様の承認を得たうえで、対抗措置が発

動されるように設定されており、当社取締役会による恣意的な対抗措置の発動を防止するための仕組みが確保され

ています。

また、本対応方針における対抗措置の発動等に際しては、独立社外取締役または独立社外監査役によって組織さ

れた独立委員会に諮問し、同委員会の勧告を最大限尊重するものとされています。また、その判断の概要について

は当社株主の皆様に情報開示をすることとされており、当社の企業価値・株主共同の利益に適うように本対応方針

の公正・透明な運用が行われる仕組みが確保されています。

最後に、本対応方針は、株主総会における当社株主の皆様の承認を条件に継続されるものであり、その継続につ

いて当社株主の皆様の意向が反映されることとなっております。また、本対応方針継続後、その後の株主総会にお

いて本対応方針の変更又は廃止の決議がなされた場合には、本対応方針も当該決議に従い変更又は廃止されること

になります。

さらに、当社取締役の任期は１年間となっており、毎年の取締役選任手続を通じて本対応方針の継続、廃止また

は変更の是非の判断に当社株主の皆様の意向が反映されます。
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これらの措置により、本対応方針は、会社の支配に関する基本方針に沿い、当社の企業価値ひいては株主共同の

利益に合致し、当社役員の地位の維持を目的とするものではないと考えております。

 
(4) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は3,140百万円(前年同期間比25.0％増)で

あります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 
(5) 従業員の状況

当第３四半期連結累計期間において、連結会社または提出会社の従業員数の著しい増減はありません。

 
(6) 生産、受注及び販売の状況

当第３四半期連結累計期間において、生産、受注及び販売実績の著しい増減はありません。

 
(7) 設備の状況

当第３四半期連結累計期間において、主要な設備の著しい変動及び主要な設備の前連結会計年度末における計画

の著しい変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 790,000,000

計 790,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成29年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成29年11月９日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 199,962,991 199,962,991
東京証券取引所
(市場第一部)

単元株式数
100株

計 199,962,991 199,962,991 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項がないため記載しておりません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項がないため記載しておりません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項がないため記載しておりません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

平成29年７月１日～
平成29年９月30日

― 199,962 ― 23,972 ― 6,000
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」につきましては、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日(平成29年６月30日)に基づく株主名簿により記載しております。

 

① 【発行済株式】

   平成29年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

10,140,300
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

189,631,000
1,896,310 ―

単元未満株式
普通株式

191,691
― ―

発行済株式総数 199,962,991 ― ―

総株主の議決権 ― 1,896,310 ―
 

(注)　「完全議決権株式(その他)」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が2,000株含まれております。

また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数20個が含まれております。

 

② 【自己株式等】

  平成29年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社アシックス
神戸市中央区港島中町
７丁目１番１

10,140,300 ― 10,140,300 5.07

計 ― 10,140,300 ― 10,140,300 5.07
 

(注)　当第３四半期会計期間末日現在の保有自己株式数は、10,139,280株であります。

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において、役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(自　平成29年７月１日　

至　平成29年９月30日)及び第３四半期連結累計期間(自　平成29年１月１日　至　平成29年９月30日)に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

 

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成28年12月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成29年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 64,485 76,059

  受取手形及び売掛金 71,519 79,065

  有価証券 3,947 2,138

  商品及び製品 87,071 79,108

  仕掛品 352 330

  原材料及び貯蔵品 752 764

  繰延税金資産 5,966 6,762

  その他 20,444 14,335

  貸倒引当金 △3,354 △2,419

  流動資産合計 251,185 256,145

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 35,001 34,874

    減価償却累計額 △18,999 △17,638

    建物及び構築物（純額） 16,002 17,235

   機械装置及び運搬具 4,155 3,701

    減価償却累計額 △2,832 △2,314

    機械装置及び運搬具（純額） 1,323 1,387

   工具、器具及び備品 24,041 26,949

    減価償却累計額 △16,401 △18,900

    工具、器具及び備品（純額） 7,640 8,049

   土地 7,327 5,959

   リース資産 8,375 8,278

    減価償却累計額 △3,123 △3,209

    リース資産（純額） 5,252 5,068

   建設仮勘定 396 1,437

   有形固定資産合計 37,942 39,138

  無形固定資産   

   のれん 12,383 11,311

   その他 15,167 15,486

   無形固定資産合計 27,551 26,798

  投資その他の資産   

   投資有価証券 11,499 12,957

   長期貸付金 69 64

   退職給付に係る資産 0 －

   繰延税金資産 3,294 3,837

   その他 11,621 7,079

   貸倒引当金 △352 △333

   投資その他の資産合計 26,132 23,604

  固定資産合計 91,626 89,541

 資産合計 342,812 345,687
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成28年12月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成29年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 22,666 26,007

  短期借入金 2,910 5,526

  リース債務 679 634

  未払費用 17,575 16,223

  未払法人税等 1,404 4,398

  未払消費税等 3,154 5,632

  繰延税金負債 2,269 203

  返品調整引当金 339 349

  賞与引当金 664 2,060

  その他 16,381 10,600

  流動負債合計 68,047 71,637

 固定負債   

  社債 20,000 20,000

  新株予約権付社債 30,065 30,042

  長期借入金 4,000 100

  リース債務 5,254 5,149

  繰延税金負債 5,558 4,207

  退職給付に係る負債 4,891 5,322

  資産除去債務 1,034 1,078

  その他 2,753 4,093

  固定負債合計 73,557 69,994

 負債合計 141,604 141,632

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 23,972 23,972

  資本剰余金 17,415 17,416

  利益剰余金 151,595 162,964

  自己株式 △7,666 △7,668

  株主資本合計 185,316 196,685

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 3,874 4,065

  繰延ヘッジ損益 12,806 △1,178

  在外子会社資産再評価差額金 55 27

  為替換算調整勘定 △2,033 2,846

  退職給付に係る調整累計額 △82 △57

  その他の包括利益累計額合計 14,620 5,703

 新株予約権 180 270

 非支配株主持分 1,089 1,394

 純資産合計 201,207 204,055

負債純資産合計 342,812 345,687
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年１月１日
　至 平成28年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年１月１日
　至 平成29年９月30日)

売上高 312,520 310,292

売上原価 172,425 166,869

 返品調整引当金戻入額 297 266

 返品調整引当金繰入額 435 412

売上総利益 139,957 143,277

販売費及び一般管理費 110,450 118,853

営業利益 29,506 24,424

営業外収益   

 受取利息 309 357

 受取配当金 142 211

 為替差益 － 938

 補助金収入 212 280

 その他 393 392

 営業外収益合計 1,058 2,180

営業外費用   

 支払利息 591 542

 為替差損 2,784 －

 その他 397 346

 営業外費用合計 3,773 888

経常利益 26,792 25,716

特別利益   

 固定資産売却益 5 2

 投資有価証券売却益 7 65

 投資有価証券償還益 － 93

 特別利益合計 13 160

特別損失   

 固定資産売却損 31 1

 固定資産除却損 75 112

 投資有価証券評価損 － 1

 事業構造改革費用 － ※１  924

 特別損失合計 106 1,039

税金等調整前四半期純利益 26,699 24,837

法人税等 7,756 8,760

四半期純利益 18,942 16,077

非支配株主に帰属する四半期純利益 258 274

親会社株主に帰属する四半期純利益 18,684 15,802
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年１月１日
　至 平成28年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年１月１日
　至 平成29年９月30日)

四半期純利益 18,942 16,077

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △1,806 190

 繰延ヘッジ損益 △12,084 △13,984

 在外子会社資産再評価差額金 △27 △27

 為替換算調整勘定 △21,027 4,910

 退職給付に係る調整額 44 25

 その他の包括利益合計 △34,901 △8,885

四半期包括利益 △15,958 7,191

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △16,037 6,885

 非支配株主に係る四半期包括利益 78 305
 

 

EDINET提出書類

株式会社アシックス(E02378)

四半期報告書

15/22



【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

連結の範囲の重要な変更

該当事項はありません。

 

(会計方針の変更等)

該当事項はありません。

 

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

(税金費用の計算)

税金費用につきましては、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果

会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

(追加情報)

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第１四半

期連結会計期間から適用しております。
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(四半期連結貸借対照表関係)

該当事項はありません。

 

(四半期連結損益計算書関係)

※１ 欧州地域の事業構造改革の施策としての戦略的な販売ネットワーク体制構築に伴う退職特別加算金等であり

ます。

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費および長期前払費用に係る償却費を含

む。)およびのれんの償却額は次のとおりであります。

　

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年１月１日
 至 平成28年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年１月１日
 至 平成29年９月30日)

減価償却費 6,099百万円 6,787百万円

のれんの償却額 819百万円 1,017百万円
 

 

(株主資本等関係)

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成28年１月１日 至 平成28年９月30日)

配当金支払額

 

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年３月25日
定時株主総会

普通株式 4,460 23.5 平成27年12月31日 平成28年３月28日 利益剰余金
 

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成29年１月１日 至 平成29年９月30日)

配当金支払額

 

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年３月29日
定時株主総会

普通株式 4,460 23.5 平成28年12月31日 平成29年３月30日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

１．報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、経営

執行会議が、経営資源の配分の決定および業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであ

ります。

当社は、世界本社として主に経営管理および商品開発を行っております。

当社グループは、主にスポーツ用品等を製造販売しており、国内においてはアシックスジャパン株式会社および

その他の国内法人が、海外においては米州、欧州・中近東・アフリカ、オセアニア/東南・南アジア、東アジアの各

地域を、アシックスアメリカコーポレーション、アシックスヨーロッパB.V.、アシックスオセアニアPTY.LTD.およ

びアシックスアジアPTE.LTD.、亞瑟士(中国)商貿有限公司およびアシックスコリアコーポレーションが、それぞれ

担当しております。現地法人はそれぞれ独立した経営単位であり、取り扱う製品について各地域の包括的な戦略を

立案し、事業活動を展開しております。

「日本地域」、「米州地域」、「欧州地域」(中近東・アフリカを含む)、「オセアニア/東南・南アジア地域」、

「東アジア地域」は、主にスポーツ用品等を販売しており、「その他事業」は、ホグロフスブランドのアウトドア

用品を製造および販売しております。

 
２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

前第３四半期連結累計期間(自 平成28年１月１日 至 平成28年９月30日)

       (単位：百万円)

 日本地域 米州地域 欧州地域

オセアニア

／東南・

南アジア

地域

東アジア
地域

その他
事業

合計
調整額
(注)１

四半期
連結損益
計算書
計上額
(注)２

売上高          

(1) 外部顧客への
売上高

80,236 87,162 84,942 18,308 34,118 7,171 311,939 580 312,520

(2) セグメント間
の内部売上高
又は振替高

13,618 14 15 1 0 352 14,001 △14,001 －

計 93,855 87,177 84,957 18,309 34,118 7,523 325,941 △13,420 312,520

セグメント利益
又は損失

7,393 1,720 9,750 3,170 6,047 △157 27,924 1,582 29,506
 

(注) １．(1) セグメント売上高の調整額は、報告セグメントに含まれない会社の売上高を含んでおりますが、主にセ

グメント間調整によるものであります。

(2) セグメント利益又は損失の調整額は、報告セグメントに含まれない会社の利益又は損失を含んでおりま

すが、主にセグメント間調整によるものであります。

２. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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当第３四半期連結累計期間(自 平成29年１月１日 至 平成29年９月30日)

       (単位：百万円)

 日本地域 米州地域 欧州地域

オセアニア

／東南・

南アジア

地域

東アジア
地域

その他
事業

合計
調整額
(注)１

四半期
連結損益
計算書
計上額
(注)２

売上高          

(1) 外部顧客への
売上高

79,086 82,273 81,081 21,203 39,124 6,718 309,488 803 310,292

(2) セグメント間
の内部売上高
又は振替高

13,276 31 68 － 44 258 13,679 △13,679 －

計 92,362 82,305 81,149 21,203 39,169 6,976 323,167 △12,875 310,292

セグメント利益
又は損失

6,487 4,330 7,265 3,415 5,553 △57 26,996 △2,571 24,424
 

(注) １．(1) セグメント売上高の調整額は、報告セグメントに含まれない会社の売上高を含んでおりますが、主にセ

グメント間調整によるものであります。

(2) セグメント利益又は損失の調整額は、報告セグメントに含まれない会社の利益又は損失を含んでおりま

すが、主にセグメント間調整によるものであります。

２. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

前第３四半期連結累計期間(自 平成28年１月１日 至 平成28年９月30日)

重要な事項はありません。

　

当第３四半期連結累計期間(自 平成29年１月１日 至 平成29年９月30日)

重要な事項はありません。

 
(金融商品関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２に基づき、注記を省略しております。

 

(有価証券関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２に基づき、注記を省略しております。

 

(デリバティブ取引関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２に基づき、注記を省略しております。　
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額および算定上の基礎ならびに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額および算

定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年１月１日
 至　平成28年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年１月１日
 至　平成29年９月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 98.43円 83.25円

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(百万円) 18,684 15,802

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
　　四半期純利益金額(百万円)

18,684 15,802

普通株式の期中平均株式数(千株) 189,819 189,823

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 92.96円 78.54円

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額
(百万円)

△15 △15

(うちその他営業外収益(税額相当分控除後
 　(百万円))

(△15) (△15)

普通株式増加数(千株) 11,009 11,170

(うち新株予約権付社債(千株)) (10,948) (11,048)

(うち新株予約権(千株)) (60) (122)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

 

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

 

平成２９年１１月９日

株式会社アシックス

取締役会 御中

　

新日本有限責任監査法人
 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   小　　市　 裕　　之   印

 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   笹　　山　 直　　孝   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   美　　和　　一　　馬   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ア

シックスの平成２９年１月１日から平成２９年１２月３１日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成２９年

７月１日から平成２９年９月３０日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成２９年１月１日から平成２９年９月３０日

まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算

書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アシックス及び連結子会社の平成２９年９月３０日現在

の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が

すべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上
　

 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
 

EDINET提出書類

株式会社アシックス(E02378)

四半期報告書

22/22


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	(3)行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	(4)ライツプランの内容
	(5)発行済株式総数、資本金等の推移
	(6)大株主の状況
	(7)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	(1)四半期連結貸借対照表
	(2)四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第３四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第３四半期連結累計期間
	注記事項


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

